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　この事業は、ノーベル物理学賞を受賞された小柴昌俊さんの「子どもたちには『夢の卵』を持ち続けてほしい」とのメッセー
ジにちなんで企画されました。子どもたちに「いくつもの『夢の卵』をもってもらうこと」、「『夢の卵』を温めてもらうこと」、
そして「『夢の卵』を孵すこと」を支援し、自分の将来を考えてもらうきっかけづくりをねらいとして、平成16年度から実
施しており、今年で15回目となりました。
　４月中旬から５月にかけて、県内の小学校５、６年生と中学校１、２年生を対象に、「将来の夢（＝夢の卵）」を書いた作
文を募集し、その中から選ばれた４名の児童生徒が、各分野の第一人者に短期入門をしました。また、より多くの子どもた
ちの夢を応援するため、次点となった作品を佳作として表彰しています。

❶ 医師
❷ サッカー選手
❸ パティシエ・菓子職人
❹ 野球選手
❺ 保育士

＜今年度の短期入門者数と応募数＞

　普段の生活の中から、介護、家事、災害に注目し、その現場で役に
立つロボットを作り、人々の暮らしを良くしたいという優しさと強い
気持ちを持って、富山県立大学工学部知能ロボット工学科に入門しま
した。

　今回の入門で、ロボットについてたくさんの知識を
得ることができました。ひとつのロボットを作るため

にも、様々な行程があり、とても複雑で難しいと感じることが
たくさんあります。ですが、それがロボットづくりの魅力では
ないかと思いました。

富山市立速星小学校５年　高瀬　心海 さん

製作したライントレースロボットを走らせてみました。

先生が研究された義手を見せてもらいました。

人の役に立つロボットを作る人になりたい

　この半世紀における日本の宇宙開発技術の進歩の早さに、驚きと憧
れを抱き、将来は自分も日本の宇宙開発に関わり貢献したいという強
い意欲を持って、富山県立大学工学部電子・情報工学科に入門しまし
た。

　宇宙開発に携わる方々は、失敗の許されない厳しく
緊張感のある現場におられると教えていただきまし

た。今回のモデルロケット打ち上げも同じで、地道な作業の連
続ですが、それだけに成功したときの喜びは格別なものでした。
今回の入門で、将来は宇宙工学について学び、日本の宇宙開発
に貢献したいという気持ちが、これまで以上に大きくなりました。

富山市立山室中部小学校６年　清水　詩音 さん

体験記
より

体験記
より

打上げに成功！！

モデルロケットを製作しました。

将来の日本の宇宙開発に貢献できる
技術者になりたい

中学生の部（応募数804作品） 小学生の部（応募数1,325作品）

応募数 小学生の部　1,325作品　 　中学生の部　804作品

表　彰 小学生の部　優秀賞（短期入門）2名　佳作　15名
　　　 中学生の部　優秀賞（短期入門）2名　佳作　13名平成30年度　夢の卵表彰式
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体験記
より

　近年の水揚げ量の減少から、将来の漁業に不安を覚え、それを解決す
るためには、養殖の研究や技術開発が不可欠だと考えました。そして自
らがその研究に取り組み、将来の日本の漁業と食文化を守りたいとい
う強い意欲を持って、福井県立大学海洋生物資源学部に入門しました。

　「日本の海を守る」ためには、環境に優しい養殖漁
業は必要だと感じました。また、その養殖を支えるた

めにも、地域の産学官が一体となって「小浜よっぱらいサバ」
のブランド化に努力しておられる様子を見させてもらい、とて
も勉強になりました。また、早朝からの定置網漁体験、そして
その魚が出荷、競り落とされるまでの一連の流れを見学できた
ことは、とてもいい経験になりました。

富山市立城山中学校２年　村上　統哉 さん

定置網の網上げを体験しました。

福井県立大学海洋生物資源臨海研究センターを見学しました。

今後の日本の海を守る漁師になりたい

　プレートの活動に注目することで地震の予測ができないかと考え、
その観測方法について研究し、大地震の被害を減らしたいという強い
向学心と正義感を持って、名古屋大学減災連携研究センターに入門し
ました。

　将来はぜひ地震予知につながるような研究をして、
少しでも被害を減らすために役立ちたいと思うと同時

に、我々が今できることは、普段から減災のための備えをして
おくことだと感じました。

高岡市立中田中学校２年　篠田　真吾 さん

緊急地震速報について教わりました。

VRゴーグルで大地震を擬似体験しました。

大地震を100％の確率で予測できる
研究者になりたい

多かった夢
ベスト

多かった夢
ベスト
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